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長崎県民の食生活に関する知識・態度・行動

-Nagasaki Health Study-

八幡裕一郎 門司和彦 青柳 潔

大塚俊弘

日本公衆衛生学雑誌 2003: 50 (10特別付録）：447.

（日本公衆衛生学会総会 京都 2003年10月）

これまで生活習伯（身体活動、飲酒、喫煙など）、肥

満、ストレス等と精神的な健康に関する報告はいくつか

ある。これらの報告は主として災害による PTSDや職

場における精神的な健康等が中心であった。しかし、災

害や職場における梢神的な健康などを除き、地域住民を

対象に生活習慣と梢神的な健康との関連を検討したもの

はあまりない。本研究は地域住民を対象にどの様な生活

習慎が精神的な健康と関連するかを検討した。対象は長

崎県内の79市町村中56市町村在住の住民20歳から69歳ま

でを市町村毎に男女別に10歳階級毎に無作為抽出した

19047人（回答者： 12114人、 63.6%)である。調査方法

は郵送による自記式調査（調査時期： 2001年12月）を行っ

た。調査項目は身長、体頂、生活習恨および GHQ-12

（カットオフ値3/4)である。統計解析は傾向性の検定、

ガ検定およびロジスティック回帰分析を行った。男女

とも年齢が上昇すると GHQ値の高い人 (4以上）の割

合が有意に減少した (P<0.001)。男女とも「朝食の欠

食」、「食事を決まった時間に食べない」、「喫煙する」お

よび「運動習佃がない」が高GHQ値と関連した (P<

0.05)。年齢調整後では、男女ともに「朝食の欠食」、

「食事を決まった時間に食べない」、「喫煙する」および

「運動習慣がない」が高GHQ値と関連した (P<0.05)。

年齢調整した多頂ロジスティック回帰分析では、男性の

「朝食の欠食」、「食事を決まった時間に食べない」とが

女性の「朝食の欠食」、「食事を決まった時間に食べない」、

「運動習慣がない」が高GHQ値と関連した (P<0.05)。

秋田県のスギ花粉症患者等に対する情報支援に関す

る研究結果について

笹嶋 翠 原田誠三郎 鈴木紀行

井谷 修＇）

秋田県公衆衛生学抄録集 p24 2003 

当所の花粉症予防に関するこれまでの調査研究内容に

ついて紹介する。［方法］ 1)花粉飛散調査： 1986年か

ら当所で開始しその後医療機関と保健所でも実施した。

2)スギ花粉抗体保有関査： 1988~91年に、 3町の成人

5,827人と小中学生3,667人、及び県内高校生239人のス

ギ花粉特異的 lgE抗体保有率を検査した。 3)スギ花

粉症患者調西：医療機関初診患者数を集計した。 4)花

粉飛散予測方法の確立：スギ林分布と気象因子をもとに

風向別の花粉拡散理論を用いて予測モデルを作成した。

5)予報の有用性の検討：外来患者と一般住民に対する

質問票調行を実施した。［結果と考察］スギ花粉抗体保

有率は9.4％で、小学生でも 5％前後の抗体保有率を示し

た。また、花粉数は北西の風が多かったため、沿岸部で

少なく内陸は約2~3倍であった。次に、地域別の日予

報が可能となったが、モニター』月査の結果、日々の症状

や甫症度が花粉飛散数の変化と相I具lする患者は約1/3で

あると判明し、予報区分を発症状況に合わせるために花

粉飛散レベルに変更した。今後は患者の症状と予防方法

についてQOLの観点から追究する予定である。

1；井谷耳恥咽喉科医院

実践からみた秋田県における個別健康教育の課題と

手法の検討

田中貸子 高山裕子 高階光榮

太田敦子＂ 岸 マサ •2 山崎タヱ子＊2

村井幸子”

第52回東北公衆衛生学会

講演集 2003:30．秋田市

【目的】モデル町における実践から課頓を発掘し、住民

及び指導者がより取り組みやすく、地域にそくした個別

健康教育の手法を検討したので報告する。

【対象と方法】平成12、13年度の枯本健診の結果が、耐

糖能異常と判定された一般住民計9名を対象に、個別健

康教育を実施した。平成12年度は国の標準方法に沿って

行い、平成13年度は血液項目等の独自の方法を追加した。

終了後に対象者ヘアンケート調査をした。

【結果と考察】1.食生活状況調森担当者：保健師又は

栄養士が一貰して調査から面接指導までを行った。その

結果、調査は保健師よりも栄獲士の方が正確かつ効率的

にできる。その後の面接指導に活かす食生活状況調査と

するためにも、栄蓑士の果たす役割が重要であることが

実践から確認できた。個別健康教育の推進には常勤栄投

士の人的確保及び予算要望をしていくことが必要と考え

られた。しかし一時的には在宅栄旋士の活用が考えられ

るが、その際のトレーニングには保健所の役割が期待さ

れる。 2. 血液検査項目の追加：総コレステロールと中

性脂肪で甚準値を超える者が2名いた。項目の追加は、

耐糖能異常と高脂血症を重ねて持つ者の指導に役立ち有

効であることが示唆された。 3.終了後のアンケート結

果では一貫した指導を受けられる個別健康教育の方法が
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良いと全員が回答し、今後は調査対象を全県に広げて検

証していく必要があると考えられた。

"障害福祉課 ＊2井川町

実践からみた秋田県における個別健康教育の課題と

手法の検討

田中貴子 高階光榮 村井幸子＊1

第62回日本公衆衛生学会総会

抄録集 2003:50 (10)特別附録： 206.京都市

【目的】モデル町における実践から課題を発掘し、住民

及び指導者がより取り組みやすく、地域にそくした個別

健康教育の手法を検討したので報告する。

【対象と方法】平成12、13年度の甚本健診の結果が、副

糖能異常と判定された一般住民計9名を対象に、個別健

康教育を実施した。平成12年度は国の標準方法に沿って

行い、平成13年度は血液項目等の独自の方法を追加した。

終了後に対象者ヘアンケート調査をした。

【結果と考察】1.食生活状況調査担当者：保健師又は

栄養士が一貫して調査から而接指導までを行った。その

結果、調査は保健師よりも栄従士の方が正確かつ効率的

にできる。その後の面接指導に活かす食生活状況調査と

するためにも、栄養士の果たす役割が重要であることが

実践から確認できた。個別健康教育の推進には常勤栄蓑

士の人的確保及び予算要望をしていくことが必要と考え

られた。しかし一時的には在宅栄養士の活用が考えられ

るが、その際のトレーニングには保健所の役割が期待さ

れる。 2.血液検査項目の追加：総コレステロールと中

性脂肪で基準値を超える者が2名いた。項目の追加は、

耐糖能異常と高脂血症を重ねて持つ者の指導に役立ち有

効であることが示唆された。 3.終了後のアンケート結

果では一貰した指導を受けられる個別健康教育の方法が

良いと全員が回答し、今後は調査対象を全県に広げて検

証していく必要があると考えられた。

"井川町

秋田県における Vibrioparahaemo/yticus pandemic 

cloneの侵淫状況と性状

齊藤志保子 八柳 潤 天野憲一

第76回日本細菌学会総会

【目的】 Vibrioparahaemolyticus (VP) 03:K6 TDH + 

は1996年以降、世界的規模で分布を拡大し、 ToxR遺伝

子の特徴からpandemiccloneと呼ばれている。我々は、

秋田県における散発下痢症、環境、食品へのVPpandemic 

cloneの侵淫実態を明らかにすることを目的として、県

内分離株のさかのぼり調査を実施した。

【材料と方法】当所の VP保存株（1985-2001年）を供

試した。 PandemiccloneはGS-PCRにより確認した。

分子疫学的性状解析はXbalを使用したパルスフィール

ドゲル電気泳動 (PFGE)により実施した。

【結果と考察】 Pandemiccloneに該当する血消型は 03:

K6、04:K68、Ol:K25であり、 2000年以降、 03:K6以

外の株の分離頻度が増加する傾向がみられた。一方、

1996年以前分離頻度が高かった 04:K8はpandemic

cloneに該当しなかった。pandemiccloneのXbaIPFGE

パターンは血清型にかかわらず極めて類似していたが、

非pandemiccloneのパターンはこれらのパターンと明

らかに異なり、多彩であった。以上の結果から、秋田県

に1996年以降pandemiccloneが侵淫し、時間と共に血

消型に多様性が加わっていると考えられた。今後も VP

pandemic cloneの消長に注目する必要があると考えら

れる。

秋田県におけるカンピロパクター散発患者発生、及

び鶏肉汚染状況と分離株の性状について

齊藤志保子 八柳 潤 佐藤晴美

第3回秋田応用微生物研究会

【目的】カンビロバクター (Campylobacter)は重要な

下痢起因菌であり、食中毒事例を含め感染事例は多発し

ている。一方、鶏肉がカンビロバクター・ジェジュニー

(C.jejuni)により高度な汚染を受けていることが知ら

れており、汚染鶏肉の患者発生へ関わりが重要視されて

いる。しかし、その因果関係が証明された事例は少ない。

予防対策構築のためには両者の関連を明らかにすること

が必要と考えられたことから、市販鶏肉の検査を実施し、

分離された鶏肉由来株と患者由来株について血清型、パ

ルスフィールドゲル電気泳動 (PFGE)による DNAパ

ターン及び薬剤感受性を比較した。また、カンビロバク

ター憾染症の全体像把握のために不可欠な散発患者の発

生状況が不明であることからその発生数を定点調査した。

【方法】散発患者情報の収集：県内 3医療機関からカン

ピロバクター散発患者（菌分離陽性患者）の発症日、年

齢性別等の情報を収集した。鶏肉汚染実態調査：平成12

~14年に国産及び輸入市販鶏肉を購入し検益に供した。

常法によりプレストン培地で増菌培養後、 CCDA平板

で分離培簑した。分離株の性状：①血清型別はデンカ生

研の感作血球調製試薬及び免疫血清を用いた間接赤血球
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凝集反応で行った。②PFGEは制限酵索に Smalを用

いて、血消型B群、 D群、 UT（型別不能）株の一部に

ついて実施した。③薬剤感受性試験はディスク法でニュー

キノロン剤を中心に6種類について検討したc

【結果と考察】散発患者発生状況：カンピロバクター散

発患者数は腸炎ビプリオ、サルモネラ患者数を．卜．回り、

通年発生がみられた。乳幼児より成人における発生が多

かった。鶏肉からのカンピロパクター分離状況：国廂鶏

肉73検体中54検体（74.0%)が陽性、輸人鶏肉49検体中

5検体（10.2%)が陽性であった。国i粗と輸人鶏肉の汚

染率に顧著な差が認められたc 分離株の性状： ①鶏肉の

C.jejuni陽性検体の約半数から異なる複数の血消刑の

C.jejuniが分離された。鶏肉由来72株は14種類の血沿咽

に型別され、ヒト由来85株はl3種類のUIliiり型に型別され

た。患者由来株で多かった B群、 D群、 0群は鶏肉山米

株でも高率であった。②分離株の DNAパターンは同じ

血消型でも多様であったが、患者由来株のパターンと一

致する鵠肉由米株の存在が確認された。③薬剤耐性1店iの

頻度は患者由米株と鶏肉由米株で類似していた。以上の

結果は患者発生に鶏肉の高度なカンピロバクター汚染が

関与していることを裏付けるものと考えられた。カンピ

ロバクター感染症発生予防には、鶏肉の汚染率や汚染保i

数を減少させる対策とともに、謁理者等に対する鶏肉汚

染実態や取扱方法の情報提供などが必要であると考えら

れた。

給食従事者定期検査で同一人から EHEC091 VT-1 + 

が2ヶ月後に再検出された2事例

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行 天野憲一

第7回ll尉脊出血性大腸菌感染症シンポジウム

【はじめに】 EHEC感染予防策として、無症状保l店i者

の発見と除菌が頂要である。就業制限の対象となる職種

の無症状保菌者には抗菌剤の使用を考應し、投与後直近

1回の検便が陰性であった場合に「陰性化」とみなされ、

就業制限が解除される。秋田県では、 VT逍伝子を指標

とした検査方法により 091、0121など、一般の検西機

楳lでは検出不可能な EHECの感染者も確認され、 2次

感染が防止されてきた。今回、同一人から EHEC091 

VT-1十が 2ケ）］後に再検出された給食従1i者の感染1i

例について報告する。

【｝i法】 VTcomプライマーを使用した PCRにより

VT遺伝子保有株が検出された糞便培投液について、

EHEC を分離•恒l定した。分離株の PFGE パターンは

0157の解析法に準じて、 EHECの腸管走着因子として

はeaeAとsaaの有無を PCRにより検討した。

【結果と考察】 1i例 1：幼椎園勤務Aが7月の定期検―
でEHEC091 VT-1十陽性となり、 8月は陰性、 9月に

同l依iが再検出された。 091は一般の検行機関で型別不

能のため、 Aの陰性化確認は保健所と当所で実施した。

妊娠のため抗歯剤を投与せずに実施した 9月17日と18日

の検祖はいずれも EHEC091 VT-I十賜性であった。 19

日からセフェム剤が投与されたが、 26日までAは陰性化

しなかった。当所で実施した薬剤感受性試験の成紐に柚

づき27日からホスホマイシンが投与され、 30日に陰性化

が確認された。 1i例 2:小学校勤務Bが8月の定期検資
でEHEC091 VT-1十が陽性となり、 9)」は陰性、 10月

に同菌が再検出された。 10月18日に医税機関で採取した

検便を当所において検査した結果、陰性化が確認された。

EHEC 091 VT-1十が 2ヶ月後に再検tl」された理由は不

明であるが、！li例 1で 7月と 9月に分離された歯の

PFGEパターンが同ーであったことから、検出限界以

下に減少した EHEC091 VT-1十が、その後検出限界以

Jこに増加した可能性が考えられる。事例 lで091がeaeA

とsaaが共にl陰性であるにもかかわらず、陰性化確認

過程で約2週間感染者から検出されたことは、それら以

外の定着因子の存在を示唆する事実として興味深い。

EHEC 091や EHEC0121などの感染者を確実にフォ

ローアップするためには保健所と衛研、医税機関の密接

な辿携が必須であると考えられた。

水系感染集団下痢症から分離された astA遺伝子保

有atypicalEnteropathogenic Escherichia coliの性

状

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行

第52回東北公衆衛生学会

【H的】病原血消型大腸菌 (EPEC)は特定の血消型に

属する傾向があるが、下痢原性機構は長い間不明であっ

た。近年、 EPECが染色体性の locusof enterocyte 

effacement (LEE) と呼ばれるpathogenicityisland 

の作用により腸管上皮細胞に attachingand effacing 

lesion (A/E病変）と呼ばれる組織障害を惹起すること

が明らかにされた。 EPECadherence factor (EAF)と

呼ばれるプラスミドを保有する EPECはtypicalEPEC 

と呼ばれ、下剃症との関辿が疫学的にiil:lりlされている。

これに対して、 EAFを保有しない EPECはatypical

EPECと呼ばれ、その下痢原性については議論が分かれ

ている。我々は、集団下痢症の原因菌として分離された

EPECは疫学的にヒトに対する下痢原性が証明されてい
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ることに着目し、集団下痢症原因菌の病原遺伝子を解析

した。

【方法】水系感染集団下痢症事例において患者から分離

された大腸菌EC-3605株を供試した。 EAFプラスミド、

およびtypicalEPECの細胞付着能発現に関与する

bundle-forming pilus (BFP)繊毛の構造逍伝子であり、

EAF上にコードされている bfpAはサザンプロットハ

イプリダイゼーションと PCRにより検出した。 LEE構

成遺伝子である E.coli attaching and effacing gene 

(eaeA)、EAF上にコードされているplasmid-encoded

regurator (per) A, B. C、およびBFP繊毛の生合成

を司る bfpoperonの構成逍伝子は PCRにより検出し

た。腸管凝集付着性大腸菌 (EAggEC)heat-stable 

enterotoxin-1の構造迪伝子 (astA)、EAggEC凝集性

付若繊毛の発現調節迫伝子 (aggR) はPCRにより検

出した。 EC-3605の bfpA (bf pA3605) は、 EAFに該

当する 60MDaプラスミドからクローニングし、塩枯配

列を決定した。 EC-3605のperA(perA3605)の塩屈配

列はダイレクトシークエンスにより決定した。

【結果】 EC-3605はeaeA、astA陽性、 aggR陰性であ

り、血清型は既知 EPEC血清型に該当しなかった。

EC-3605のEAFはPCRでは検出されず、サザンプロッ

トハイプリダイゼーションにより検出された。 EC-3605

のbfpAは常用される PCRでは検出されず、保存頷域

を標的とした PCR、およびサザンプロットハイプリダ

イゼーションにより検出された。従って、 EC-3605の

EAFとbfpA (bf pA3605)は、既知EAFとbfpAに比

較して塩基配列に変異があるものと考えられた。塩枯配

列の解析結果から、 bfpA3605の3'領域に遺伝子欠損が

あること、さらに、 EC-3605においてはbfpoperon構

成辿伝子群全体に欠損があることが明らかとなったe -

方、perA3605はフレームシフト型の変異により辿伝子

が短縮していることが判明した。以上の結果から、

EC-3605はeaeAとEAFを保有するtypicalEPEC様

菌であるものの、 EAFの構成遺伝子に欠損とフレーム

シフト型変異が存在すること、また、 EAggECの病原

因子とされる astAを保有することが明らかとなった。

【考察】 EC-3605はtypicalEPEC様の病原迪伝子を保

有するが、 EAF構成遺伝子の欠損とフレームシフト型

変異により EAFが正常に機能し得ないものと考えられ

た。実際、ウエスタンプロットにより BFPが産生され

ないことが確認された。従って、 EC-3605は機能的に

EAFを保有しない atypicalEPECに該当するものと考

えられ、さらに astAを保有することが示された。 astA

を保有する atypicalEPECの下痢原性大腸菌としての

意義は明らかではないが、 Hedbergらは astA保有

atypical EPEC 039:NMによる成人の集団下痢症を、

また、 Viljanenらは astA保有atypicalEPEC O 111に

よる成人の巣団下痢症事例を報告している。本研究によ

り得られた知見は、 Hedbergら、および Viljanenらの

成納と共に、 astAを保有する atypicalEPECが下痢原

性大腸陸の新たなカテゴリーを形成する可能性を提唱す

るものと考えられる。

秋田県で小児咽頭炎から分離されたA群溶レン菌の

T型年次推移と薬剤感受性

佐藤哨美 齊藤志保子 八柳 潤

原田誠三郎 鈴木紀行 天野憲一

第57回日本細菌学会東北支部総会

【目的】 A群溶レン菌は小児の咽頭炎や康lj症型溶レン菌

感染症などを引き起こす。 A群溶レン菌咽頭炎の治療に

はペニシリン系薬剤が使用されることが多く、薬剤耐性

が懸念される。今回、我々は秋田県において分離された

A群溶レン歯のT型年次推移および分離株の薬剤耐性に

ついて検討した。

【材料と方法】医療機関から分与されたA群溶レン菌940

株についてT型別を実施し、 T型の年次推移を検討した。

薬剤感受性試験にはドライプレート“栄研"DP-24を

用い、 2002年に分離されたT-25:41株、 T-12:11株、

T-B3264:15株、 T-1:10株、 T-4:10株計87株を供試した。

【結果と考察】本荘由利地区では、 2000年に主流であっ

たT-12が頸著に減少し、 2002年にはT-B3264および

T-25が増加した。県北では、それまで分離頻度が少な

かった T-1が2002年には増加する傾向がみられた。中

央地区では、 2000年には全くみられなかった T-25が

2001年以降増加傾向にあった。県南地区では、 T-4が

2001年以降増加傾向にあった。また、薬剤感受性では、

T-25にEM耐性株が 5株、 T-12にEMおよびCLDM

耐性株が4株あった。しかしながらペニシリン系薬剤に

耐性を示す株は認められなかった。以上の結果から、主

流行歯型、およびその年次推移が県内の地域毎に異なる

ことが示された。また、劇症型溶レン菌感染症の治療に

用いられる場合がある CLDMに耐性を獲得した株が存

在している点を考慮すべきと思われる。現在、耐性株に

ついて分子疫学的性状を検討中である。
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秋田市内の一医療機関で分離された Pseudomonas

aeruginosaに検出されたb/av1M・2遺伝子を含むClass

1インテグロンの性状

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行 天野憲一

第57回日本細菌学会東北支部総会

【目的】カルバペネム系抗生物質に耐性を示す、メタロ

g―ラクタマーゼ (MBL)産生菌の侵淫が問題視されて

いる。我々は、 MBL遺伝子の一つである blav1M-2を保

有する P.aeruginosaを4株同定し、 bla皿gを含むClass

1 Integronの性状、および4株の関連について検討し

た。

【材料と方法】 blav,叶呆有株はメルカプト酢酸ナトリウ

ムディスクを使用したスクリーニングとコンセンサスプ

ライマーを使用した PCRにより検出した。 blav1Mの型

はダイレクトシーケンスにより決定した。 blavrM・2を含

むClass1 Integronのシークエンスはダイレクトシー

ケンスにより決定した。 PFGEには spelを使用し、サ

ザンハイプリダイゼーションにより blav1M-2の局在を解

析した。

【結果と考察】 1株のIntegronの2,766-bpを解析し、

当該Integronが機能不明の ORFl、blav1M-2、aacA4を

それぞれ含む 3種類の GeneCassetteを含む Class1 

Integronであることが明らかとなった。 PCRとサザン

ハイプリダイゼーションによる解析から、他3株も同様

のClass1 In tegronを保有することが示された。 4株

の PFGE パターンには違いが認められ、 bla\,'IM•2 プロー

プと反応する断片のサイズも異なっていた。以上の結果

は、異なる起源に由来する 4株に ORFJ、 bla¥,'IM-2、aacA4

の各 GeneCassetteを含む Class1 Integronが水平伝

播した可能性を示唆するものと考えられた。さらに、

blav1M-2を含む GeneCassetteのホモロジー解析から、

当該Cassetteが既に各国で多彩な Integronに侵淫し

ていることが示され、 blav1M-2保有株の侵淫拡大に対す

る対応が重要と考えられた。

Campy/obacter jejuni散発下痢患者由来株と鶏肉由

来株の血清型別分布、分子疫学的性状及び病原遺伝

子の保有状況の比較

齊藤志保子 八柳 潤 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行 天野憲一

第57回日本細菌学会東北支部総会

【目的】 Campylobacterjejuniは下痢症の重要な原因

菌であり、鶏肉がその感染源として重要な役割をはたし

ていると考えられている。我々は散発下痢症患者由来株

と鶏肉由来株について、血清型別分布、 PFGEによる

DNAパターン、及び既知の病原遺伝子の保有状況を比

較し、鶏肉の感染源としての意義を検討した。

【材料と方法】平成12~14年に医療機関で分離された散

発下痢症患者由来株、及び当所で市販鶏肉から分離した

鶏肉由来株を検査に供した。血清型別は157株について

Pennerの血清型別を基としたデンカ生研のキットで行っ

た。 PFGEには制限酵素Smalを用い、 B群43株及びD

群16株について DNAパターンを比較した。病原迫伝子

は、 colonizationに関連するflaA、racR遺伝子、組織

侵入性に関連する virBII、pldA遺伝子について PCR

法で保有の有無を確認した。

【結果と考察】鶏肉由来72株は14種類の血清型に型別さ

れ、患者由来85株は13種類に型別された。患者由来株で

多かった B群、 D群、 0群は鶏肉由来株でも高率であっ

た。同じ血消型の株に多様な PFGEパターンがみられ

たが、患者由来株と鶏肉由来株でパターンが一致したも

のが認められた。病原辿伝子の保有状況は患者由来株と

鶏肉由来株間で顕著な違いは認められなかった。以上の

結果は、患者由来株と鶏肉由来株における血清型別分布、

分子疫学的性状、病原遺伝子の保有状況から患者発生に

汚染鶏肉が深く関与していることを裏付けるものと考え

られた。

秋田県におけるカンピロバクター散発患者発生及び

鶏肉汚染状況と分離株の性状について

齊藤志保子＊’ 八柳 潤＂ 佐藤晴美•1

鈴木紀行・' 品川邦汎＊2

平成15年度東北獣医公衆衛生学会

【はじめに】カンビロバクター (Campylobacter)は重

要な下痢起因菌であり、食中毒事例を含め感染事例が多

発している。そして、カンピロパクターにより汚染され

た鶏肉の直接あるいは二次感染源としてのカンピロバク

ター感染者発生への関わりが重要視されている。このよ

うなことから市販鶏肉のカンピロバクター汚染調査を実

施し、鶏肉および患者由来株について血清型の分布、パ

ルスフィールドゲル電気泳動 (PFGE)による DNAパ

ターンおよび薬剤感受性を比較した。また、カンビロバ

クター感染症の全体像把握のために散発患者の発生数を

定点調査した。

【材料および方法】 (1)カンピロバクター散発患者情報の

収集 県内 3医療機関から収集した。 (2)鶏肉汚染調査

平成12~14年に市販鶏肉を購入し検査に供した。プレス

トン培地で増菌培養後、 CCDA平板で分離培養した。
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(3)分離株の性状検査 ア．血清型別はデンカ生研の免疫

血清等を用いた間接赤血球凝集反応で行った。イ．

PFGEは制限酵索SmaIを用いて、血清型B群、 D群

ついて実施した。ウ．薬剤感受性試験はディスク法で 6

薬剤について検討した。

【結果】 (1)散発患者発生状況 カンピロバクター散発患

者数は腸炎ビブリオ、サルモネラ患者数を上回り、通年

発生がみられた。 (2)鶏肉からのカンビロバクター分離状

況 国産鶏肉73検体中54検体 (74.0%)が陽性、輸入鶏

肉44検体中4検体（9.1%)が陽性であった。国産と輸入

鶏肉の汚染率に顕著な差が認められた。 (3)分離株の性状

ア．鶏肉の C.jejuni陽性検体の約半数から異なる複

数の血清型の C.jejuniが分離された。鶏肉由来72株は

14種類の血消型に型別され、ヒト由来85株は13種類の血

清型に型別された。患者由来株で多かったB群、 D群、

0群は鶏肉由来株でも高率であった。ィ．分離株の DNA

パターンは同じ血清型でも多様であったが、患者由来株

のパターンと一致する鶏肉由来株の存在が確認された。

ウ．薬剤耐性菌の頻度は患者由来株と鶏肉由米株で類似

していた。

【考察】以上の結果は患者発生に鶏肉の高度なカンピロ

バクター汚染が関与していることを裏付けるものと考え

られた。カンピロバクター感染症発生予防には、鶏肉の

汚染率や汚染菌数を減少させる対策とともに、調理者等

に対する鶏肉汚染実態や取扱方法の情報提供などが必要

であると考えられた。

"秋田県衛生科学研究所 ”岩手大学

鶏肉における VRE、サルモネラ、カンピロバクター

汚染状況と分離株の薬剤耐性について

齊藤志保子 八柳 潤 佐藤晴美

鈴木紀行

日本食品衛生学会第86回学術講演会

【目的】現在、薬剤耐性菌の出現と浸淫が重要な問題と

なっている。しかし、ヒトに対する薬剤耐性菌の感染源

として重要と考えられる食品の耐性菌汚染状況は明らか

ではない。このことから今回は重要な院内感染起因菌で

あり輸人鶏肉による感染例も報告されている VRE、多

剤耐性サルモネラ DT104の出現が注視されているサル

モネラ、ニューキノロン耐性株の増加が問題となってい

るカンピロバクターについて、輸入・国産鶏肉の汚染実

態を調査し、分離株の薬剤耐性について検討した。また

ヒト由来株の薬剤耐性も検討した。

【方法】鶏肉の汚染実態調査：平成12~14年度に県内の

スーパー等から購入した鶏肉を検査に供した。 VREは

112検体について BPvV前培養後、バンコマイシン加平

板で分離培捉した。サルモネラは127検体について、カ

ンピロバクターは122検体について、常法により検査し

た。分離株の薬剤耐性試験： VREは耐性遺伝子 VanA、

VanB、VanC)、Van伽を標的にした PCRにより確認

した。サルモネラは96株について栄研化学のドライプレー

トDP21を用い検査した。また、多剤耐性S.Typimurium

DT104は、平成 8年度以降の患者及び鶏肉由来株を対

象としてディスク法と DT104の特異逍伝子を標的とし

たPCRにより検索した。カンピロバクターは散発下痢

患者由来169株、鶏肉由来91株のニューキノロン剤等に

対する感受性をディスク法で検査した。

【結果】 VRE:ヒト由来VRE疑い供試株43株中、 VanB

保有株が19株、 VanC保有株が16株確認されたが VanA

保有株は確認されなかった。鶏肉ではタイ産鶏肉 (8/

32)のみが VRE分離陽性であり、分離された VREは

すべて VanA保有株であった。サルモネラ：国産鶏肉

11/65、輸入鶏肉11/56、産地不明1/6、計122検体中23

検体が分離陽性であった。国産鶏肉からは S.Infantis

(8/11株）、輸人鶏肉からは S.Enteritidis(7 /11株）が

最も多く分離され、主要汚染菌型が鶏肉の由来により異

なっていた。 S.Infantisは14株中 1株が STあるいは

MINO耐性、 S.Enteritidisは70株中 8株に耐性が認め

られ、うち 2株が4薬剤以上に対する多剤耐性株であっ

た。 S.Typhimuriumは10株中 6株が多剤耐性株であっ

た。 DT104は平成11年以降のヒト由米株で確認されたc

カンピロバクター：国産鶏肉73検体中54(74.0%)、輸入

鶏肉44検体中4(9.1%)検体が陽性であった。輸入鶏肉

に比べて国産鶏肉における汚染率が非常に高率であった。

ニューキノロン薬に対して多剤耐性の株がヒト由米株で

30.2%、鶏肉由来株で37.4％確認された。今後も医寮現

場や食品における薬剤耐性菌の動向について瞥戒が必要

であり、監視を継続することが重要であると考えられた。

秋田県における腸炎ピプリオ散発患者発生状況と分

離株の動向（1999年ー2003年）

八柳 潤

原田誠三郎

齊藤志保子 佐藤晴美

鈴木紀行

第37回腸炎ビプリオシンポジウム

当所は「秋田県食性病害菌検出情報システム」により、

秋田県内 3カ所の定点協力医療機関における腸炎ビブリ

ォ、サルモネラ、カンピロバクター散発患者発生動向を

調査している。今回は、 1999年から2003年の県内におけ

る腸炎ビプリオ散発患者発生状況と分離株の動向につい
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て検討した。腸炎ビプリ散発患者数は2000年にピークと

なり、以降、急激に減少した。この腸炎ビプリオ散発患

者数の減少は、 03:K6感染者の減少に起因すると考え

られた。散発患者由来株にはpandemiccloneと非

pandemic cloneが混在していた。 2000年以降、 7~ 9 
月の海水温に経年的な低下が認められ、腸炎ビプリオ感

染者数の減少との関連について、今後の検討が必要と考

えられた。

秋田県で確認された牛が原因と考えられる EHEC

感染事例ーシンポジウム 1「腸管出血性大腸菌の感

染源を探る」シンポジスト発表一

八柳 潤

佐藤晴美

齊藤志保子

原田誠三郎

齋藤淳子

鈴木紀行

第8回腸管出血性大腸菌感染症シンポジウム

【はじめに】 EHEC感染による健康被害の大半が散発

感染事例により惹起されていると考えられるが、 EHEC

散発感染事例の感染源が判明することはまれである。今

回、飼育牛が感染源と考えられた EHEC感染事例 3事

例の概要を報告する。

【事例の概要】事例 1:子牛が感染源と考えられた

EHEC O 103: H2家族内感染事例

平成8年7月27日、下痢症の 6オ男児がEHEC0103: 

H2 VT-1＋に感染していることが判明し、食中粛事例

として保健所が調査を実施した。患者の兄弟2名と飼育

子牛の糞便から EHEC0103:H2 VT-1十が分離された。

ヒト由来株と子牛由来株のXbaIPFGEパターンが同一

であったこと、患者が牛舎周辺でしばしば遊んでいたこ

となどから、本事例の感染源は EHEC0103:H2を保菌

する子牛と考えられた。

事例2:牛糞汚染を受けた井戸水が原因と考えられた

EHEC 0121による HUS発症事例

平成12年10月 7日に HUSを発症した 1歳の女児が

EHEC 0121 VT-2＋に感染していることが判明し、同

日に採取された患者宅の井戸水からも EHEC0121 VT-2+ 

が検出された。保健所の調査により患者宅の近隣に牛舎

があることが判明し、 10月31日に採取された牛奨から

EHEC 0121 VT-2十が分離された。患者、井戸水、牛

糞由来株のXbaIPFGEパターンが同一であること、外

枠の破損により周辺の水が井戸に流入し得たことから、

本事例の感染源は EHEC0121を含む牛糞により汚染さ

れた井戸水と考えられた。

事例 3：飼育牛が感染源と考えられた EHEC026散発

感染事例

平成15年5月29日に60代の女性が下痢を発症して医療

機関を受診し、 6月2日に民間検査機関において患者の

検便から EHEC026 VT-1十が分離同定された。保健所

による調査の結果、患者家庭で牛を飼育していることが

判明した。患者家族、飲料水は EHEC陰性であったが、

7頭の飼育牛のうち、子牛 l頭の牛糞から EHEC026 

VT-1十が分離された。牛由来株と患者由来株の XbaI 

PFGEパターンが同一であったことから、本事例の感

染源は EHEC026 VT-1十を保菌する飼育牛と考えられ

た。

【考察】今回報告した 3事例は、富山県や宮城県で発生

した類似の事例と同様に、飼育牛が EHECの感染源と

なり得ることを示している。なお、今回報告した 3事例

においては、感染源と考えられた飼育牛について EHEC

の除菌は実施されなかった。このことは、畜産行政と感

染症対策行政の立場の違いを象徴しているものと思われ

る。牛と浪厚に接触する機会が多い畜産農家などに適切

な啓蒙や衛生指導を実施することが、このような事例を

予防する上で重要と考えられる。

特殊卵の成分表示について

松田恵理子 松渕亜希子 小林淑子

武藤倫子

第52回東北公衆衛生学会

2003年 7月25日秋田市

特殊卵の栄養成分表示の実態を把握することを目的に

卵の栄挫成分（コレステロール、脂肪酸）を化学分析し、

その結果と成分表示内容について比較検討した。特殊卵

の栄挫成分表示状況をインターネットで調査するととも

に市販卵を購入し、コレステロール、脂肪酸等を測定し

た。 脂質関連の表示成分はコレステロール、ドコサヘ

キサエン酸 (DI-IA)、リノール酸、 a-リノレン酸であっ

た。使用されていた食品単位は様々で消黄者にとっては

極めて分かりにくい状況であった。栄挫表示基準は表示

しようとする者が責任を持って表示を行う自己認証制度

である。表示は分析値だけでなく理論値の記載も認めら

れており、結果として表示値が正確であれば良いとされ

ている。表示を検討するために、表示値と化学分析した

値を比較した。その結果、表示を作成する際の転記ミス

と思われる表示が認められ、生産業者に連絡した。

栄蓑表示翡準が施行されたここにより、食品の栄旋表

示に一定のルール化が図られ、消費者が食品を選択する

うえで情報が得やすくなったとされている。しかし、実

際には食品の表示方法はメーカー側に任せられているた

め様々であり、特殊卵の表示は正確さに欠け、複雑で分

かりにくい状況であった。その原因としては、①表示に
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用いられていた単位が様々であったこと② l枚の成分分

析書のなかに 2つの食品単位が混在していたことによる

表示作成時の転記ミス③比較表示の判断資料としての一

般市販卵のデータ不足等があげられた。

糖質・脂質代謝に及ぼすトチュウ茶成分の影響

松田恵理子 吉澤結子＂ 横澤有希•1

川井 悟” 室伏 旭＊1

2004年農芸化学会大会

2004年3月28日ー31日 東広島市

【緒言】トチュウ茶はトチュウ科トチュウ（Eucommia

ulmoides Oliv.)の菓を焙煎した茶で、血圧降下作用、

総コレステロールの低下、脂肪肝の軽減等の報告がある。

動物脂質代謝の改善効果は、茶葉摂取では樹脂成分グッ

タペルカによるともいわれるが、温水抽出の茶にも同様

の効果が示唆されているので、グッタペルカ以外の成分

の糖質・脂質代謝への影響を評価することを目的とした。

【方法】鶏を用いた動物実験で、トチュウ茶菓を飼料に

混和した卵や体内の脂質凪と組成について分析した。ま

た、マウス前駆脂肪細胞3T3L-1を分化誘導処理し、脂

肪細胞に分化して脂ll方を蓄積する過程の細胞に、 トチュ

ウ葉から抽出したエキスを添加し、蓄積した脂肪の贔を

コントロールと比較して、分化誘導に及ぼすエキスの影

響を評価した。

【結果】鶏を用いた動物実験では血清コレステロールが

減少する等の結果を得た。トチュウ茶葉を温水、熱水、

エタノールでそれぞれ抽出した粗抽出エキスは 3T3L-1

の脂肪蓄積を抑制した。粗抽出水溶液を溶媒抽出や各種

クロマトグラフィーで分画した。各分画の活性と化学的

性質について報告した。

"秋田県立大学生物資源科学部応用生物科学科

”東京電機大学理工学部生命工学科

同一小学校における腸管出血性大腸菌026による

集団感染事例ー秋田県

笹嶋 翠 八幡裕一郎 齊藤志保子

八柳 潤 鈴木紀行 佐々木梢')

永井伸彦＇）

病原微生物検出情報月報 Vol.24 pl84 2003 

2003年6月、 秋田県内のA小学校の集団感染事例に

ついて報告する。初発の男子児竜と患者家族及び女子児

童から 6日に EHEC026 VTlが検出されたが家族内に

病原体保有者は認められなかった。その後、児童93名と

教職員13名のうち 6名の児童から 026VTlが検出され

たが、有症者は 1名で病原体保有者は 5• 6年生に限ら

れていた。また、児童宅が異なることや一部で使用して

いた井戸水や近所の牛舎等からも EHECは認められず

摂食にも共通性は認められなかった。

当所においては、医療機関の分離株 2株について

EHEC 026 VTlであることを確認した。また、学校関

係者・給食従事者・患者家族161検体のうち、便 7検体

から 026VTl、 1検体から OX3VT2を検出した。 026

VTl十の 9株について XbaIを使用し PFGEパターン

を比較した結果9株すべて一致した。今回の集団発生事

例では児蛮数名とその家族から共通の病原体が検出さ

れたが、患者に共通する摂食・環境要因等がないこと

から原因物質を特定するには至らなかった。

1)秋田県湯沢保健所

Effects of lifestyle factors on stiffness index of 

calcaneus measured by quantitative ultrasound 

system among Japanese women aged 40 years and 

over: the Hizen-Oshima Study. 

Zhang Y Aoyagi K Honda S Yahata Y 

Yoshimi I Kusano Y Takamura N 

Kobayashi M Moji K Takemoto T 

Tohoku J Exp Med. 2003; 201 (2): 97-107. 

To explore how the stiffness index of the calcaneus 

is related to lifestyle factors, we examined the associ-

ations of lifestyle factors, age, and years since meno-

pause, with stiffness index of the calcaneus among 

573 community-dwelling Japanese women aged 40-89 

years. Stiffness index of the calcaneus was obtained 

from quantitative ultrasound measurement. Body 

height and weight were measured, from which body 

mass index (BMI) was calculated. Physical activity 

index was calculated using a validated questionnaire. 

Dietary calcium intake and amount of ingested alcohol 

were estimated by a semiquantitative food frequency 

questionnaire. Current smoking status was obtained 

by questionnaire. In univariate analysis, stiffness in-

dex was positively related to physical activity index 

and BMI, and inversely to age and years since meno-

pause, but not to dietary calcium intake. Stiffness in-

dex of drinkers and current smokers was not signifi-

cantly different from that of non-drinkers and non-
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smokers, respectively. Among the natural menopaus-

al women. multiple regression analysis showed that 

advancing age and years since menopause were asso-

ciated with lower stiffness index, while higher physical 

activity index and greater BMI were associated with 

higher stiffness index. In conclusion, higher physical 

activity, in combination with adequate nutrition for 

weight maintenance, should be emphasized as a part 

of a healthy lifestyle in order to maintain bone health 

among middle-aged and elderly Japanese women. 

焼肉店が原因施設とされた志賀毒素産生性大腸菌

0157食中毒事例ー秋田県

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行

秋田市保健所健康管理課・衛生検査課
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焼肉店が原因施設とされ、複数の保健所管内で患者発

生がみられた志賀苺索産生性大腸菌 (STEC)0157食

中毒事例の概要を報告する。 20代女性の患者Aが6月17

日からllu痛、下痢、血便を呈し、大館保健所管内の総合

病院を受診した。平成15年6月24日にAがSTEC0157 

stx 1,2＋に感染していることが判明し、 Aは当該病院

に人院した。担当保健所による聞き取り調査の結果から、

Aは6月14日に秋田市内の某焼肉店で友人と食事をして

いたことが判明した。その後、当該焼肉店で食事をし B

とC （いずれも20代女性）が血便、下痢を発症し、近隣

の医院を受診した後、秋田中央保健所管内の総合病院に

人院した。 Bは医院を受診した際の検便から民間の検査

機関において、 Cは当該病院に入院した際に実施した検

便から県の外郭団体である臨床検査センターにおいて S

TEC 0157 stx 1,2十が分離された。 BとCの家族は ST

EC陰性であった。さらに、 6月14日に当該焼肉店で食

事をした20代の女性Dが6月16日に腹痛、下痢、発熱を

発症して秋田市保健所管内の医院を受診した後、総合病

院に入院した。医院を受診した際の検便から民間検査機

関において STEC0157 stx 1.2十が分離され、当該焼肉

店を利用後に STEC0157 stx 1.2十感染が判明した患者

は計4名となった。秋田市保健所が当該焼肉店の従業員

について検便検査を実施したところ、 1名から STEC

0157 stx 1.2十が分離された。また、 Bと共に食事をし

た無症状の20代男性からも STEC0157 stx 1,2十が分離

され、本事例における菌分離陽性者は有症者4名、無症

状者2名、計6名となった。

秋田市保健所は当該焼肉店の調査を実施したがSTEC

0157は検出されなかった。しかしながら、患者が全員

当該焼肉店を利用していたこと、および患者の共通食品

は6月14日夜の当該店での提供料理のみであるという事

実に枯づき、秋田市保健所は本事例が当該焼肉店を原因

施設とする食中毒事例と断定し、当該焼肉店を 6月27日

から 4日間の営業停止処分とした。なお、その後、患者

Dを除く 5名から分離された STEC0157 stx 1.2＋の

Xba IPFGEパターンが全て同一であることが判明し、

5名が共通感染源からの暴露を受けていたことが示され

た。今回の事例では 6月25日に患者の発生が探知され、

その 2日後に原因施設を断定し、＇営業停止処分としたこ

とにより、さらなる健康被害の発生が未然に防1I：された

ことが注目されるc 焼肉店を原因とする STEC感染事

例は今後も発生すると考えられる。その際、当該店が原

因施設であることを証明する細菌学的証拠は必ずしも得

られるとは限らない。秋田市保健所の今回の対応は、健

康被害の発生を未然に防止するための行政対応のありか

たを示唆する貴重な一例と考えられた。

飼育牛が感染源と考えられた志賀焉素産生性大腸菌

026散発感染事例ー秋田県

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行
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飼育牛が感染源と考えられた志賀毒索産生性大腸菌

(STEC) 026散発感染事例の概要を報告する。本荘保

健所管内に在住する60代の女性が平成15年5月29日に下

痢と食欲不振を発症して医療機関を受診した。 6月2日

に民間検査機関において患者の検便から STEC026 stx-

l十が分離同定され、本荘保健所に当該医税機関から 3

類感染症発生届が送付された。届出を受けて、本荘保健

所は患者の家庭の調査を実施した。その結果、患者家庭

では牛を飼育していること、飲料水として上水道と井戸

水を利用していること、患者以外の家族に有症者はない

ことなどが判明した。そして、患者の家族 3名の検便の

他、感染源調査として牛奨、飲料水が採取された。患者

家族 3名は全て STEC陰性であった。感染源調査のた

めの検体からは以下の方法に従い STEC026の分離を

試みた。飲料水3リットルをろ過したメンプレンフィル

ター、または牛糞を緩衝リン酸ペプトン水に接種して35

℃で 1夜前培旋した後、培養液をセフィキシム・テルラ

イト (CT)加mEC培地に接種し、 37℃ l夜培茜した。

培蓑液について、 PCRによる stxの検出と免疫磁気ピー

ズ・ CT加ラムノースマッコンキー平板の組み合わせに

よる分離培養を併用して STEC026の分離を試みた。
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感染源調査結果を表に示す。飲料水のうち、上水道水は

遊離残留塩素濃度がO.lppm未満であり、細菌汚染を受

け得る状況であったが井戸水と共に STEC陰性であっ

た。一方、 7頭の飼育牛の牛奨のうち、下痢をしていた

子牛1頭の牛糞から STEC026 stx-1十が分離された。

牛由来株と患者由米株の XbaI PFGEパターンを比較

したところ、両者は同ーであることが明らかとなり、本

事例は飼育牛を感染源とする STEC026 stx-1十散発感

染事例と考えられた。

STEC散発感染事例において感染源が判明することは

まれである。しかし、牛が感染源とされた STEC感染

事例としては富山県で発生した牧畜牛舎における STEC

感染事例、宮城県で発生した飼育牛からの感染が疑われ

たSTEC026散発感染事例、秋田県で発生した子牛が

感染源と考えられた STEC0103:H2家族内感染事例、

および牛が感染源と考えられたSTEC0121 による I—IUS

発症事例が報告されている。今回の事例を含めて、これ

らの事例は、牛そのものに STECの感染源としての意

義が存在することを示すと考えられる。なお、秋田県で

これまで発生した事例においては、事後の行政対応とし

て保健所により家族に対して手洗い励行や牛奨の衛生的

な取り扱いに関する衛生指導が実施されたが、感染源と

考えられた牛の除菌などの対策は実施されなかった。こ

のことは、畜産行政と感染症対策行政の立場の違いを象

徴しているものと思われた。

STEC散発感染事例の予防は一般的に困難であると考

えられるが、牛との濃密な接触が日常的である畜産農家

などに対して適切な衛生指導を実施することは、今回の

事例のような STEC感染の発生予防に有効であると考

えられると同時に、畜産農家における飼育牛の STEC

保菌実態の把握も衛生指導を実施する上で有用と考えら

れる。

VIM-2 型メタロ B—ラクタマーゼ退伝子保有株の分

離ー秋田県

八柳 潤 齊藤志保子 佐藤晴美

原田誠三郎 鈴木紀行

病原微生物検出情報月報 Vol.25 No.l 13-14p 2004 

メタロBラクタマーゼ (MBL)は活性中心に亜鉛を

持ち、クラス B に分類される B—ラクタマーゼである。

MBL産生薗はカルパペネム系薬剤に耐性を示すことか

ら、臨床上問題となっている。 MBLには1991年に日本

から報告された IMP型と、 1999年にイタリアから報告

された VIM型の 2種類が知られている。I.MP型には

IMP-1から少なくとも IMP-13までのバリアント、 VIM

型には VIM-1から VIM-4までのバリアントの存在が

報告されている。 IMP型MBL産生菌の国内における

分離例は多数報告されているのに対して、 VIM型MBL

産生菌の国内における分離報告は殆どない。我々は、秋

田県内の医療機関において分離された MBL産生疑い株

の中に、 8株の VIM-2型 MBL遺伝子 (blav1M-2)保有

株を同定したので報告する。 IMP型、およびVIM型

MBL迪伝子の検出のために、各型のバリアントのシー

クエンスを比較して特定した保存領域を標的としたコン

センサスプライマーを設計した。 2001年9月から2003年

10月までに、市販メタロf3—ラクタマーゼ確認用ディス

クを使用した試験により MBL産生が疑われた分離株42

株が確認検査のために医療機関から送付された。これら

の株についてコンセンサスプライマーを使用した PCR

により Il¥!IP型 MBL逍伝子 (bla1MP) とVIM型 MBL

辿伝子 (blav1M)を検索したところ、 24株が bla1ヽ：p陽性、

8株が blavrM陽性であった。さらに、型別用プライマー

を使用した PCR、および blav1:-.1のダイレクトシークエ

ンスにより blavu、1の型別を実施した結果、 8株は全て

VIM-2型 MBL追伝子 (blav1M-2)を保有していること

が判明した。 bla1MPの型別は実施しなかった。 8株の

blav,M・2保有株は全てPseudomonasaeruginosaであり、

同一の医療機関において分離された。また、いずれもニュー

キノロン剤である CPFXとTFLXに感受性であった。

M /3-7株のインテグロンをシークエンスした結果、 M

/3-7株は機能不明の ORFl、blav1M-2、aacA4 (aminogl-

ycoside acetyl transferase) をそれぞれコードする

gene casetteを組みこんだclass1インテグロンを保有

すること (GenBankccession No. A Y29333)、さらに、

M /3-2, 6, 9株も同一構造の class1インテグロンを

保有することが判明した。他4株の遺伝子構造は未検討

である。

gene casetteは異なるインテグロンに伝播することが

知られており、また、インテグロン自体がトランスポゾ

ンの一部となり異なる菌種間に伝播する場合があること

も指摘されている。このため、今後 blav,-"1-2の伝播・侵

淫が懸念される。 MBL産生菌は薬剤耐性緑膿菌感染症

の原因菌の一つにもなると考えられることから、臨床上

も重要な薬剤耐性菌の一つであり、また、院内感染の原

因菌としても重要であると考えられるが、国内における

blav;M保有株の分布実態は殆ど明らかとなっていない。

今後、 MBL産生菌を検索する際には blaIMp保有株だけ

ではなく、 blav1叶呆有株も検索対象とし、国内における

分布実態を解明することが必要と考えられる。
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東北地方における1999年の腸炎ピプリオ散発下痢患

者発生状況、沿岸の海水・海泥からの溶血毒遺伝子

保有腸炎ビプリオの分離、およびヒト由来株と海泥

由来株の分子疫学的性状

八柳 潤'’ 齊藤志保子● 1 宮島嘉道.2 

原田誠三郎•I 鈴木紀行＊ 1 大友良光 3•

熊谷 呂子4 • 齋藤幸一 5• 佐藤 卓い

菅原喜弘 6• 小林良雄4* 高梧智子 7•

須藤正英'. 大谷勝実” 山口友美 8•

畠山 敬 8• 齋藤紀行 8• 白石廣行，．

廣瀬昌子10・ 熊谷 進＂・ 品川邦汎12•

日本食品微生物学雑誌 Vol. 21 No. 1 p30-37 2004 

東北地方における腸炎ビプリオ散発下痢症患者の発生

状況、各県沿岸の海水・湘泥における TDHおよびTRI-I

産生性腸炎ビプリオの分布、患者と蹂境分離株の分子疫

学的性状の比較・検討を行い、以下の成績を傷た。

l.青森県、秋田県、山形県では散発下痢症患者の発生

は7月25日から 8月21日に集中する傾向がみられ、岩手

県と福島県においても散発下痢症患者の発生は 8月に集

中していた。

2. 青森県、秋田脹、宮城県において、 7月中旬に梅

水温が急激に上昇し、その約2週間後に散発下痢症患者

発生数が増加するという傾向が見られ、海水温が本菌散

発下痢症患者発生の指標と成り得る可能性が示された。

また、いずれの県においても腸炎ピプリオ 03:K6散発

下痢症患者初発生後、 5週間以内に本歯果団食中心が発

生したことから、海水温の変動と散発下痢症患者発生が

腸炎ビプリオ集団食I|.It1紗発生の指標と成る可能性が示さ

れた。

3. 腸炎ビプリオ散発下痢症患者分離I柑株計1,265株の

うち、 03:K6が86.8％を占め、 04:K68が3.2%、01:K56

が1.4%、その他の血消型はいずれも 1％未満であった。

4. 宮城県で海泥 1検体から血清型03:Kutlrh I湯性、

福島県で海泥 1検体から血清型 03:K6tdh陽性と 03:

K7 tdh陽性が分離され、東北地方の沿岸湘泥にtdh、

trh陽性腸炎ビプリオが分布していることが証明されたc

5. 腸炎ピプリオ 03:K6tdh陽性菌はいずれも非常に

類似した PFGEパターンを示したが、約300Kbのバン

ドの有無によりA刑と B型にわけることができた。さら

に、各型の中でみられたその他のバンドに迎いから、 A

型グループ、 B1利グループに区分したc

6.肖森県、福島県、秋田県、山形県の散発下痢航患者

由来株にはA型、またはA刑グループに打籾11される株が

多く、岩手県ではB型、およびB型グループの株が多い

傾向がみられ、 PFGE型の分布に地域的特徴がみられ

た。

7. 1副沿県で淘泥から分離されたl(ll消型03:K6tdh阻
性株は福島県の散発下痢症、集団食中毒事例分離株に多

くみられるA型であった。

以上の結果から、今後、さらに環境におけるtdhあ

るいはtrh保有腸炎ビプリオの分布実態や消長を解明す

ることが、tdhまたはtrh保有腸炎ビプリオによる食品

汚染の発生機構など、腸炎ピプリオ感染疫学を解明する

上で重要と考えられた。

＂秋田県衛生科学研究所 ”秋田県大曲保健所 3• tt森

県環境保健センター 1・岩手県盛岡保健所 ”岩手県閑

境保健研究センター b• 岩手県水沢保健所 ”山形県衛

生研究所 ド・宮城県保健環境センター 9• 前宮城県保健

環境センター 19"福島県衛生研究所 ＂・東京大学獣 1'ペ
公衆衛生学教室 1”岩手大学農学部

Class 1 integron containing a b/av,M・2metallo-f3 -

lactamase gene from Pseudomonas aeruginosa 

clinical strains isolated in Japan 

Jun Yatsuyanagi"1 Shioko Saito*1 

Seizaburo Harata * 1 Norivuki Suzuki・ 1 

Yuko lto・2 

Ken-ichi Amano・3 and Katsuhiko Enomot o•4 

Antimicrobial Agents and Chemotherapy, 

Vol.48(2). 626-628. 2004 

Four blav1M 2 gene-harboring P. aeruginosa clinical 

strains were identified in one hospital of Akita prefe-

cture, tTapan. by a disk diffusion screening test follo-

wed by PCR using consensus primer pairs. Sequence 

analysis of a 2766-bp portion of the integron detected 

in one of the strains, M /3-7. revealed a class 1 integ-

ran structure containing three gene cassettes. The 

first cassette contained a gene of unknown function, 

ORFL and the second and third contained the bla、’IM2

and aacA4 genes, respectively. Southern blot analysis 

of an amplicon derived from the class 1 integron rev-

ealed the presence in the three other strains, !'v1/3 -2. 

M /3 -6, and M /3 -9, of an integron identical in size 

to that found in strain M /3 -7 and containing the 

ORFl, blav1t.12, and aacA4 genes. These strains showed 

distinguishable pulsed-field gel electrophoresis patte-

rns. Southern blot analysis using a blav1M-2 DNA probe 

indicated that the bla¥'l',.12 gene is located on both a pl-

asmid and the chromosome in strains M /3 -2. 1¥11 /3 -

7. and ivl /3-9. These findings suggest that the class 
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1 integron containing the ORFl. bla、’rM-2,and aacA4 
genes spread horizontally among these four genetically 

distinct strains, underscoring the ability of the blav1M-2 

gene to disseminate among different genera of bacteria 

and pose a clinical threat. 

*'Akita Prefectural Institute of Public Health, 6-6 Se-

nsyu kubota-machi, Akita 010-0874 *2Akita Kumiai 

General hospital, 273-1 Iijima aza nishibukuro, Akita 

011-0911, and *3 Central Research Laboratory and 

*4Department of Patholog・y, Akita University School 

of Medicine, 1-1-1 Hondo, Akita 010-8543, JAPAN 

SSCP解析によるエンテロウイルス同定支援法の過

去5年間の総括

斎藤博之 安部真理子 佐藤宏康

原田誠三郎

第51回日本ウイルス学会学術集会

講演抄録 2003: 174 

【目的と意義】本学会では SSCPによるパターン解析

をエンテロウイルスの同定作業に応用することで中相試

験にかかる手間を大幅に軽減する手法について、 5年間

の実例の総括と病原体サーベイランスにおける位個付け

について検討した。

【材料と方法】研究材料として平成10年から14年にかけ

て秋田県内で分離されたエンテロウイルス422株を用い

た。

【結果】 422株のエンテロウイルスを SSCPパターンで

分類すると83種類のグループに分かれた。年別には平成

10年には135株（SSCP15種類）、以下平成11年には71株

(17種類）、平成12年には84株 (23種類）、平成13年には

47株（12種類）、平成14年には85株（16種類）であった。

中和試験により、同じグループに分類された株は同じ血

清型であったことが示された。

【考察】 5年間の総合成鎖では SSCPによって分類さ

れた83種類のグループから代表株を 1株ずつ中和試験で

同定すれば422株全てを同定できたことになるため、同

定効率は5.1倍（422株／83バターン）となった。年別に

は平成10年には 9倍、以下平成11年には4.2倍、平成12

年には3.7倍、平成13年には3.9倍、平成14年には5.3倍で

あった。エンテロウイルスの流行状況は毎年異なるが、

1年ごとの総合成績ではおおむね 4~5倍の同定効率が

得られるものと考えられた。

SARS可能性例として疑われた事例検査を経験して

安部真理子 原田誠三郎 木村清隆

第44回東北医学検査学会

2003年10月17日ー18日弘前市

【はじめに】平成15年 6月に、 SARS可能性例として

の検体が搬入され検査を実施した結果、マイコプラズマ

による肺炎であった。冬季の SARSに向けてより一腔

の検査体制の充実を図る目的で事例報告する。

【方法】秋田市保健所職員によって当所に搬入された採

取検体は、検査対象病原体ごとに前処理を行い、迅速キッ

ト用検体及び SARSウイルス用検体とした。 A群レン

サ球菌、レジオネラ、アデノウイルス、 RSウイルス、

インフルエンザウイルスは抗原検査を、マイコプラズマ

については抗体検査を実施した。 SARSウイルスの PCR

検査は国立感染症研究所で示した感度の高い SARls/

BNiinS/Asの2種類のプライマーを使用し常法どおり

行った。

【事例】平成15年6月9日、秋田市保健所から当所に連

絡があり、中国吉林省から 6月6日に来県し、発熱、せ

き等の症状を呈している4歳女児の検体について SARS

関連検査の依頼があった。女児は SARS症例定義に該

当したことから、初期診療機関において胸部X線撮影を

実施した結果、肺炎の症状があったので可能性例も否定

できず同保健所に連絡した。同病院での血液検査でマイ

コプラズマが陽性を示し、 SARS除外要件となったが、

慎重を期してさらに、特定医療機関に転院となった。

【結果・考察】当所では、迅速キットによる検査と

SARSウイルス検査を実施した。迅速キット検査では

マイコプラズマ以外すべて陰性であった。 SARSウイ

ルス検査は翌朝に最終結果（陰性）が報告できた。今回

は検体数が少なかったことから検査に要する時間も短時

間ですんだが、多数の検体時には検査時間がかかるため、

今後は検体数に応じて複数の検査担当者で実施すること

が必要と考えられた。
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北東北3県（青森県、岩手県、秋田県）における

SARS （重症急性呼吸器症候群）コロナウイルスの

検査体制の状況調査及び感染症検査項目把握調査事

業

原田誠三郎

鈴木紀行

大友良光＂

佐藤直人”

安部真理子

石川和子＂

齋藤幸—*2

斎藤博之

木立健慈＂

高橋朱実”

平成15年度地域保健総合推進事業「地域保健従事者に

求められる資質・能力及びその向上に関する研究」報告

書

平成16年3月分担事業者：佐藤敏信（岩手県保健福祉部）

p 39-52 

平成15年度地域保健総合推進事業「衛生研究所相互の

協力に関する調査研究事業」として、北東北3県（青森

県、岩手県、秋田県）における SARS（重症急性呼吸

器症候群）コロナウイルスの検査体制の状況調査及び感

染症検査項目把握調査事業を実施した結果、 SARSに

関しては、各県ともウイルス検査の体制が確立されてい

た。

また、感染症検査項目把握調査事業では、特に、 3県

とも「現在、検査可能」な疾患が47疾患みられ、今後の

同疾患に関する精度管理事業、及び調査研究事業等を展

開させる際の一つの大きな協力体制を確立させることが

可能と思われた。 3県における「研修を受ければ検査可

能」、「機器・試薬等の整備を行うと検査可能」、「今後、

検査を導入予定」、及び「検査できない」の各項目が明

らかになったことから、各県で今後の感染症対策の充実

強化を図っていく際の貨重な基礎的情報が得られた。ま

た、 3県で検査できない疾患の中には、現在、国でなけ

れば検査が困難な疾患も含まれているが、それらに関し

ては今後、国の指導等を踏まえながら対処することが必

要と考えられたが、他の疾患の中には3県の衛生研究所

が相互に連携することにより、感染症対策及び感染症の

検査体制の充実強化を図っていくことが可能と考えられ

た。

"青森県環境保健センター

”岩手県環境保健研究センター
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